
議会だよりへの意見を
お待ちしております

第4回（12月）定例月会議

◆議案審議 １・６・７面
◆一般質問 ２・３・４面
◆議会の動向 ５面
◆陳情・意見書 ５面
◆議会報告会の開催 ７面
◆審議結果一覧表 ８面
◆第１回(３月)定例月会議日程 ８面

主 な 内 容

　
第
４
回
（
12
月
）
定
例
月
会
議
は
、
11
月
25
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
20
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
月
会
議
で
は
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
等
23

件
（
う
ち
、
報
告
１
件
）
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
４
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

秦野市議会は令和４年１月１日から通年会期制に移行しました 詳しくは
こちら→
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令
和
５
年
10
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ

〜
は
だ
の
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
改
定
〜

令
和
５
年
10
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ

〜
は
だ
の
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
改
定
〜

令
和
５
年
10
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ

〜
は
だ
の
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
改
定
〜

令
和
５
年
10
月
か
ら
上
下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ

〜
は
だ
の
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
改
定
〜
議
案
第
52
号　
秦
野
市
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て▼
要　
旨

　

水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
の
継
続
に

よ
り
、
安
全
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
計
画
的

に
行
う
必
要
が
あ
る
水
道
施
設
の
更
新

を
進
め
る
上
で
必
要
な
財
源
の
確
保
と

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
左
右
さ
れ
に

く
い
料
金
体
系
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
①
基
本
料
金
の
基

本
水
量
を
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
に
伴
う
超
過
料
金
の
区
分
を
追
加
す

る
こ
と
、
②
基
本
料
金
の
額
を
引
き
上

げ
る
こ
と
、
③
基
本
料
金
の
メ
ー
タ
ー

の
口
径
区
分
を
細
分
化
す
る
こ
と
に
つ

い
て
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

議
案
第
53
号　
秦
野
市
公
共
下
水
道
使

用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

公
共
下
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
の

継
続
に
よ
り
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
下
水
道
施
設
の
更
新

を
進
め
る
上
で
必
要
な
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
に
加
え
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
左
右
さ
れ
に
く
い
使
用
料
体
系
へ

と
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

公
共
下
水
道
使
用
料
の
額
を
引
き
上
げ

る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
５
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
令
和
４
年
10
月

か
ら
実
施
し
て
い
る
水
道
料
金
の
減
額

を
行
う
中
で
、
料
金
引
き
上
げ
の
提
案

を
す
る
こ
と
に
対
し
、
市
民
は
疑
問
を

感
じ
る
と
思
う
が
、
５
年
10
月
に
料
金

改
定
を
行
う
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
今
回
の
水
道
料
金
の
改
定
は
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
実
施
を
し
た
料
金

減
額
と
は
異
な
り
、
は
だ
の
上
下
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
施
設
の
更
新
に

向
け
た
資
金
不
足
の
解
消
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
施
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
物

価
高
騰
な
ど
に
配
慮
し
、
当
初
の
予
定

か
ら
半
年
間
の
先
送
り
と
し
た
。

問　
今
回
行
う
水
道
料
金
の
改
定
は
、

物
価
高
騰
対
策
と
は
別
の
目
的
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
も
施
設
に
係
る

電
気
料
金
の
増
額
が
続
く
場
合
、
再
度
、

料
金
設
定
を
見
直
す
可
能
性
は
あ
る
か
。

答　
８
年
度
ま
で
に
生
じ
る
、
年
間
約

６
６
０
０
万
円
の
電
気
料
金
の
増
額
は
、

※
補
填
財
源
で
対
応
す
る
こ
と
を
見
込

問　
本
条
例
の
改
正
で
は
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
強
い
使
用
料
体
系
へ
の

移
行
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
下
水
道

使
用
料
を
引
き
上
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

目
的
の
達
成
に
向
け
た
考
え
方
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
今
回
の
下
水
道
使
用
料
の
改
定
は
、

財
政
計
画
に
定
め
た
引
き
上
げ
割
合
や
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
も
の

で
あ
り
、
目
的
達
成
に
向
け
た
第
一
歩

と
捉
え
て
い
る
。
今
後
も
同
様
の
改
定

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
安
定

的
な
経
営
状
態
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

要
望　
変
化
の
大
き
い
改
定
を
行
え
ば
、

そ
の
分
市
民
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
る

な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
で
ひ
ず
み
が
生
じ
な
い
よ
う
、
時

間
を
か
け
段
階
的
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

ん
で
い
る
が
、
想
定
を
上
回
る
状
況
が

続
く
の
で
あ
れ
ば
、
９
年
度
以
降
の
料

金
改
定
に
影
響
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
が
続
く
中
で

の
水
道
料
金
引
き
上
げ
は
見
送
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

施
設
更
新
や
耐
震
化
の
経
費
を
踏
ま

え
た
計
画
的
な
改
定
で
あ
り
、
先
送
り

は
収
支
悪
化
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の
減

額
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

メ
ー
タ
ー
口
径
区
分
ご
と
の
使
用
料

が
均
等
に
増
額
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
平

等
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

公
共
下
水
道
事
業
は
使
用
の
対
価
で

あ
る
下
水
道
使
用
料
で
賄
う
の
が
基
本

で
あ
る
。
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
て
実
施

を
遅
ら
せ
た
こ
と
か
ら
も
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

紅白梅にメジロが飛来し春の到来を告げています（撮影者・栗原正行さん）

安
全
な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め

水
道
料
金
を
平
均
７
％
引
き
上
げ

審
議
議
案

安
定
し
た
汚
水
処
理
の
継
続
を
図
る
た
め

下
水
道
使
用
料
を
平
均
５
％
引
き
上
げ

審
議
議
案

広告の媒体：はだの議会だより
（年４回、各55,000部発行）

広告規格：縦4.7cm×横10.5cm
掲 載 料：１枠につき１回20,000円
申込方法： 議事政策課へ連絡の上、
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※ 詳しくはホームページを
　ご覧になるか、議事政策課
（0463-82-9652）まで
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給水収益と補填財源残高の推移
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